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「
言
語
文
化
」
第
三
七
号
を
お
届
け
す
る
。

今
年
度
、
言
語
文
化
研
究
所
は
一
〇
月
に
学
内

外
の
六
名
の
講
演
者
に
よ
る
「
み
な
と
区
民
大

学
」（
全
六
回
）
を
開
催
し
、
多
数
の
熱
心
な
受

講
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。
そ
の
み
な
と

区
民
大
学
の
講
演
内
容
が
今
号
の
特
集
で
あ
る
。

さ
て
、
二
〇
一
九
年
度
の
本
研
究
所
の
そ
の

他
の
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
た

い
。 

五
月
一
九
日
に
は
畠
山
達
氏
（
フ
ラ
ン

ス
文
学
科
准
教
授
）
に
よ
る
企
画
で
、「
フ
ラ

ン
ス
音
楽
と
詩
の
楽
し
み
」
コ
ン
サ
ー
ト
を
フ

ラ
ン
ス
文
学
科
と
共
催
し
た
。
お
互
い
に
影
響

を
与
え
合
っ
た
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
と
音
楽

に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ

り
多
く
の
来
場
が
あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は

畠
山
達
氏
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。
六
月
三

日
に
は
西
堂
行
人
氏
（
芸
術
学
科
教
授
）
に
よ

る
企
画
と
し
て
「
古
川
健
氏
講
演
会
：
劇
薬
の

つ
く
り
方
」
が
開
催
さ
れ
た
。
芸
術
学
科
演
劇

身
体
表
現
コ
ー
ス
で
は
毎
月
1
回
、
学
内
で

「
演
劇
原
論
講
座
」
を
開
催
し
て
い
る
が
、
本

講
演
は
一
般
公
開
講
座
と
し
て
、
最
も
刺
激
的

な
劇
作
家
・
古
川
健
氏
を
お
呼
び
し
、
演
劇
の

効
能
、
劇
の
種
、
劇
作
の
可
能
性
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
の
詳
細

も
西
堂
行
人
氏
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

尚
、
三
月
一
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
西
堂

行
人
氏
（
芸
術
学
科
教
授
）
に
よ
る
企
画
「
持

続
可
能
な
唐
十
郎
演
劇
―
生
誕
80
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、
お
よ
び
三
月
一
六
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
本
多
ま
り
え
氏
（
英
文
学
科
准
教

授
）
企
画
に
よ
る
「
メ
デ
ィ
ア
と
子
供
：
児
童

文
学
の
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
展
開
」
と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
・
拡
散
防
止
の
た
め
、

急
遽
開
催
延
期
と
な
っ
た
。
苦
渋
の
決
断
で
あ

る
が
、
年
度
を
改
め
て
開
催
予
定
で
あ
る
の
で
、

今
後
言
語
文
化
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細

を
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
と
な
っ
た
が
、
今
年
度
も
無
事
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
「
言
語
文
化
」
の
発
行
を

終
え
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た
と
思

う
が
な
ん
と
か
二
年
間
の
言
語
文
化
研
究
所
所

長
と
い
う
役
目
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
研
究
所
委
員
の
皆
様
と
、
何
よ
り
も
言
語
文

化
研
究
所
事
務
担
当
の
伊
東
絢
さ
ん
の
尽
力
の

お
陰
で
あ
る
。
こ
こ
に
感
謝
し
た
い
。

（
平
岩　

健
）

＊

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゴ
ー
チ
エ
氏
の
論
文
「
没
入
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
ト
ラ
ン
ス

メ
デ
ィ
ア
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
―
「
包

含
」
型
受
容
」（
翻
訳　

難
波
阿
丹
）
は
、
言
語

文
化
研
究
所
と
日
本
映
像
学
会
映
像
教
育
研
究

会
共
催
で
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
一
八
時
か

ら
一
三
五
一
教
室
で
行
わ
れ
た
講
演
会
の
発
表

原
稿
の
翻
訳
で
あ
る
。
当
日
の
通
訳
は
、
慶
応

義
塾
大
学
法
学
部
教
授
佐
藤
元
状
氏
が
担
当
し
、

司
会
を
本
学
芸
術
学
科
教
授
斉
藤
綾
子
が
担
当

し
た
。
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講
演
の
概
要
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
新
し
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
生

み
出
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
が
、
従
来
型

の
物
語
叙
述
が
作
り
出
す
物
語
世
界
と
そ
の
受

容
の
様
式
や
形
式
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
そ
の
変

化
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

の
境
界
を
越
え
て
、
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
と
も
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
世

界
を
も
創
り
出
し
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
現
実

世
界
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
世
界
の
交
流
の
あ
り

様
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
議
論
で

あ
る
。﹃
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
（M

arb
le 

H
o
rn

ets

）﹄
と
い
う
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
の
事
例
を
引
き
な
が
ら
、
ゴ
ー
チ
エ
氏

は
、
こ
の
よ
う
な
受
容
様
式
の
変
化
を
「
包
含

（in
clu

sive

）」
型
と
捉
え
る
最
近
の
メ
デ
ィ
ア

理
論
を
援
用
し
な
が
ら
、
す
で
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド

の
大
手
ス
タ
ジ
オ
は
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
環

境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
あ
ら
た
な
戦
術
と

製
作
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

「
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
（in

teracto
r

）」
と
呼
ば
れ

る
受
容
者
の
新
し
い
概
念
は
、
文
学
研
究
や
映

画
研
究
で
、「
読
者
」、「
観
客
」
と
呼
ば
れ
て

き
た
概
念
の
再
考
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
文
学

研
究
者
や
映
像
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
刺
激
的

な
議
論
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ゴ
ー
チ
エ
氏
は
、
現
在
カ
ナ
ダ
の
ク
ィ
ー
ン

ズ
大
学
で
メ
デ
ィ
ア
と
大
衆
文
化
に
つ
い
て
教

え
て
い
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のSSH

RC

で
二
年
間
の
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
を
終
え
、
現
在

本
論
の
議
論
を
さ
ら
に
広
げ
精
緻
化
し
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
出
版
か
ら
出
版
予
定
の
単
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な
ど
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ー
チ
エ
氏
の
初
期
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
論
文
「
ト
リ
ッ
ク
の
問
題
：

初
期
の
線
画
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
映
画
ジ
ャ
ン

ル
か
、
特
殊
効
果
か
？
」（
翻
訳　

宮
本
裕
子
）

が
、
芸
術
学
専
攻
の
大
学
院
紀
要
﹃
バ
ン
ダ
ラ

イ
﹄
一
五
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
に
掲
載
さ

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま
っ
た
。

　

翻
訳
を
担
当
し
た
難
波
阿
丹
氏
は
聖
徳
大
学

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
准
教
授

で
、
主
要
論
文
に
「
映
像
・
情
動
・
身
体
：
情

動
的
観
客
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
物
語
映
画
」（
東

京
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
九
年
）、「
ユ

ニ
ク
ロ
のA

ir-R
h
yth

m

：
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

シ
ン
グ
︿
相
互
調
整
﹀
と
触
覚
的
価
値
の
再
創

出
」（﹃van

itas

﹄
〇
〇
五
号
、
二
〇
一
八
年
）

な
ど
が
あ
る
。
当
日
の
司
会
を
担
当
し
て
く
れ

た
佐
藤
氏
と
難
波
氏
は
日
本
映
像
学
会
映
像
教

育
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
お
二
人
の
協
力
が

あ
っ
て
当
日
の
講
演
会
が
実
現
し
た
。
ゴ
ー
チ

エ
氏
と
佐
藤
・
難
波
両
氏
に
感
謝
し
た
い
。

（
斉
藤
綾
子
）

　


